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プロジェクトの内容

世界に先駆けたニワトリのモノクローナル抗体作製技術とニワトリＥＳ細胞株の応用研究の２つ 
の基盤技術を融合して，鶏卵中で最も含有量が多いオボアルブミン中に臨床試薬や医薬品として 
利用可能な有用モノクローナル抗体の大量生産系を構築します。 

事業化に向けた取組み 

ES細胞を用いる優位性 
・ウイルスベクター不要（安全性の確保） 
・相同遺伝子組換えが可能（ノックイン・アウトが可能） 

遺伝子改変ニワトリの有用性 
・鶏卵の圧倒的なタンパク質生産能力 
・食品・医薬品としての利用実績が豊富 

①ニワトリES細胞の樹立と遺伝子改変 

受精卵 
胚盤葉細胞 

遺伝子改変 

ES細胞の培養系と 
その評価方法の確立 

ニワトリES細胞 

②遺伝子改変ニワトリの作出 

本技術の優位点 

産科研プロジェクト研究（産学官連携基金プロジェクト） 

有用抗体の

作製評価等 

抗体生産細胞  培養タンクによる

プラント化 

従来の行程による有用抗体製造方法と技術課題 

抗体創成の技術課題

・哺乳類間高度保存抗原と

反応する抗体が得られにくい 

抗体製造の技術課題

・製造コストが極めて高い

・投資対効果の見極めが困難 

抗原の免疫 

鶏ES細胞株をを用 
いた遺伝子改変技術 

小~第規模の 
鶏舎による生産 

２つの技術の融合 

本研究開発による有用抗体製造方法 

哺乳類免疫動物では 
得られない有用抗体 

課
題
の
解
決 

抗体産生 
ＴＧ鶏 

（財）ひろしま産業振構機構 
広島産業科学技術研究所 

国立大学法人・広島大学 
生物圏科学研究科 

（株）広島バイオメディカル 
（株）ファーマフーズ 

＊市場規模と生産規模（必要量）は相関している 

２~５年間で事業化 

5~10年間で事業化 

広島バイオメディカルによる事業化の概要 

＜標的抗体＞

○悪玉コレステロールの検査試薬・医療材料に利用可能な抗体

○リウマチの臨床試薬・治療医薬に利用可能な抗体 

研究用 
抗体 

臨床検査 
用抗体 

抗体医薬 
医療材料 

○ニワトリモノクローナル抗体の作製技術に関する情報は（株）広島バイオメディカルのホームページをご覧下さい 

○本研究グループでは広島県都市エリア事業にも参画し，低アレルゲン鶏卵の開発も進めています 


